
「興味を持って人物のおいたちやエピソードを、調
べてみましょう」と、教科書にも書いてあります。 

（答えは、次頁下です。） 

春
、
新
入
生
歓
迎
会
で
は
、
毎
年
在
校

生
が
体
育
館
に
響
く
伝
統
の
歌
声
で
新
入

生
を
迎
え
入
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
新
入

生
は
、
3
年
生
の
歌
声
を
目
標
に
毎
朝
の

合
唱
練
習
や
合
唱
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
 

2
学
期
に
は
地
域
の
合
唱
指
導
の
先
生

を
招
き
、

そ
れ
ま

で
創
り

上
げ
て

き
た
歌

声
に
さ

ら
に
磨

き
を
か

け
ま
す
。
 

校
内

合
唱
祭

に
は
、

地
域
の

人
た
ち
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
掛
け
、
学

級
・
学
年
・
全
校
合
唱
を
聴
い
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
合
唱
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

学
級
・
学
年
、
そ
し
て
学
校
全
体
と
し
て

の
仲
間
意
識
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
に
も
、
合
唱
は
「
西
陵
中
学
校
の

伝
統
」
と
し
て
、
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

西
陵
中
学
校
で
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
妻
木
・
下

石
町
の
町
民
運
動
会
・
夏
祭
り
・
神
社
の

祭
礼
・
花
壇
づ
く
り
・
文
化
祭
・
ウ
エ
ル

フ
ェ
ア
土
岐
の
福
祉
祭
り
の
お
手
伝
い
や
、

福
祉
学
び
塾
の
参
加
な
ど
、
今
年
度
は
、

1
4
0
人
の
生
徒
が
自
主
的
に
地
域
に
出

掛
け
、
地
域
の
方
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

校
内
で
も
生
徒
会
が
中
心
に
な
り
、
学

校
行
事
へ
地
域
の
お
年
寄
り
の
方
を
招
待

し
た
り
、「
フ
ラ
イ
デ
ー
は
キ
レ
イ
デ
ー
」

と
称
し
て
、
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
た

り
す
る
な
ど
、
年
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精

神
で
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
生
徒
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
西
陵
中
の
生

徒
の
活
動
は
、
地
域
の
方
に
歓
迎
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

江戸時代から明治の新しい社会へ変わったのは、ど
のような人々の働きがあったからか考えてみましょう。 


